
 

                                       

                                 

  

   

                                       

                    

内
部
ひ
ば
く
を
防
ぐ
た
め
に 

  

炉
心
冷
却
作
業
が
一
進

一
退
す
る
中
、
岩
手
に
も
放

射
性
ガ
ス
や
チ
リ
を
帯
び

た
大
気
が
到
来
し
、
降
雨
な

ど
に
よ
り
水
道
水
が
汚
染

さ
れ
る
危
険
が
憂
慮
さ
れ

ま
す
。
福
島
現
地
周
辺
の
野

菜
な
ど
に
セ
シ
ウ
ム
や
ヨ

ウ
素
１
３
１
の
数
値
が
急

上
昇
し
て
い
ま
す
。
政
府
は

暫
定
基
準
値
を
設
け
て
出

荷
停
止
な
ど
の
措
置
を
発

表
し
ま
し
た
。 

二
四
日
岩

手
県
は
水
道
水
か
ら
ヨ
ウ

素
１
３
１
を
検
出
と
発
表

し
ま
し
た
。 

 

岩
手
県
知
事
に
要
請
書 

  

私
た
ち
は
二
五
日
午
前
、

岩
手
県
庁
を
訪
れ
「
県
民
を

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
能
汚
染
か
ら
守
る
た
め

の
緊
急
要
望
書
」
を
提
出
し

ま
し
た
。 

 

緊
急
要
請
書
の
内
容 

 

岩
手
を
襲
っ
た
大
津
波
の

う
え
に
福
島
原
発
の
事
故
に

よ
る
ヨ
ウ
素
１
３
１
、
セ
シ

ウ
ム
の
被
害
が
懸
念
さ
れ
る
。 

１
、
至
急
ヨ
ウ
素
剤
を
準
備 

 

 

し
、
特
に
子
ど
も
達
に
優 

 

 

先
的
に
配
布
す
る
こ
と
。 

２
、
空
間
線
量
を
リ
ア
ル
タ 

 

 

イ
ム
で
情
報
公
開
す
る
こ 

 

 

と
。 

３
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の 

 

 

厳
重
管
理
と
対
策
を
求
め 

 

る
こ
と
。 

 
 

 

要
請
行
動
に
は
岩
手
県

環
境
生
活
部
、
環
境
保
全
課 

吉
田
茂
総
括
課
長
が
応
対

し
、
達
曽
拓
也
知
事
に
届
け

る
と
答
え
ま
し
た
。 

 

ヨ
ウ
素
剤
の 

 

配
布
態
勢
は
こ
れ
か
ら 

 

ヨ
ウ
素
剤
の
配
布
に
つ

い
て
、
吉
田
課
長
は
、
「
ヨ

ウ
素
１
３
１
が
検
出
さ
れ

て
い
る
以
上
ヨ
ウ
素
剤
の
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三
月
十
一
日
東
北
地
方
の
太
平
洋
の
海
底
で
大
地
震
が
連
続
し
巨
大
な
津
波
が
襲
来
、
死

者
、
行
方
不
明
者
二
万
人
以
上
と
い
う
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
福
島
第
１
原
発

は
、
非
常
用
電
源
を
失
い
、
炉
心
や
使
用
済
み
核
燃
料
プ
ー
ル
の
冷
却
不
能
か
ら
、
崩
壊
熱
に

よ
る
温
度
上
昇
、
冷
却
水
蒸
発
、
水
位
低
下
、
核
燃
料
の
露
出
、
水
素
爆
発
に
よ
る
建
屋
破
壊
、

が
隣
接
す
る
４
基
で
同
時
進
行
す
る
と
い
う
、
未
曾
有
の
大
事
故
に
発
展
し
て
い
ま
す
。
状
況

の
悪
化
に
つ
れ
、
高
濃
度
の
放
射
性
ガ
ス
や
汚
染
水
に
よ
る
環
境
汚
染
が
拡
が
り
始
め
て
い
ま

す
。
こ
の
状
態
が
続
け
ば
広
範
囲
に
影
響
を
受
け
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場
は
幸
い
に
し
て
停
止
中
で
し
た
。
高
レ
ベ
ル
廃
液
タ
ン
ク
や
使
用
済

み
燃
料
プ
ー
ル
は
、
非
常
電
源
が
働
き
無
事
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
女
川
原
発
も
、
緊
急

停
止
し
、
炉
心
は
安
定
し
た
状
態
に
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

私
た
ち
「
岩
手
の
会
」
は
福
島
原
発
か
ら
の
放
出
放
射
能
に
よ
る
空
間
線
量
率
の
増
大
や
、

ヨ
ウ
素
１
３
１
、
セ
シ
ウ
ム
の
計
測
値
が
上
昇
と
い
う
状
況
の
下
、
岩
手
県
民
の
被
害
を
最

小
限
と
す
る
た
め
に
、
岩
手
県
知
事
に
「
要
望
書
」
を
提
出
し
ま
し
た
。 

 

 

知
事
へ
の
要
請
書
提
出 

記
者
会
見 



重
要
性
は
理
解
し
て
い
る
。 

国
か
ら
市
町
村
へ
直
接
配

付
さ
れ
て
い
る
か
も
知
れ

な
い
。
県
と
し
て
点
検
す

る
」
と
答
え
ま
し
た
。 

 

私
た
ち
は
子
供
達
を
守

る
た
め
に
、
県
は
早
急
に
ヨ

ウ
素
剤
の
所
在
を
確
認
し
、

配
付
す
る
態
勢
を
作
っ
て

欲
し
い
と
伝
え
ま
し
た
。 

 

ま
た
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で

の
空
間
線
量
率
の
公
表
に

つ
い
て
は
「
そ
れ
は 

出
来

る
だ
け
そ
う
し
た
い
が
、
測

定
の
技
術
や
態
勢
か
ら
６

時
間
以
上
は
遅
れ
る
」
と
答

え
ま
し
た
。 

記
者
会
見
で
訴
え 

 

要
請
書
提
出
後
、
記
者
ク

ラ
ブ
で
会
見
を
行
い
、
知
事

に
要
請
し
た
三
点
を
説
明

し
、
質
問
を
受
け
ま
し
た
。 

 

取
材
に
は
テ
レ
ビ
カ
メ

ラ
二
台
と
、
記
者
十
数
人
が 

出
席
し
ま
し
た
。 

 

要
望
書
の
内
容
の
ほ
か

に
、
市
民
の
側
か
ら
、
記
者

の
方
々
に
、
政
府
発
表
を
伝

え
る
だ
け
で
な
く
、
さ
ら
に

国
民
が
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
を
掘
り
下
げ
て
取

材
し
、
早
急
に
報
道
し
て
欲

し
い
。
例
え
ば
「
ヨ
ウ
素
剤

の
備
蓄
配
布
の
態
勢
」
な
ど

早
急
に
調
査
し
実
態
を
詳

し
く
伝
え
て
欲
し
い
、
と
い

う
要
望
が
だ
さ
れ
ま
し
た
。 

                                      

                                       

               

国
の
原
子
力
安
全
委
員
会

（
斑
目
春
樹
委
員
長
）
は
三

月
二
三
日
夜
記
者
会
見
し
、 

原
子
力
発
電
所
の
事
故
発
生

時
に
放
射
性
物
質
が
広
が
る 

範
囲
の
予
想
結
果
を
地
震
後 

初
め
て
公
表
し
ま
し
た
。
放

射
性
ヨ
ウ
素
に
よ
る
一
定
期

間
の
積
算
放
射
線
量
が
、
屋 

                
内
退
避
圏
の
三
十
㌔
メ
ー
ト

ル
を
超
え
た
地
点
で
百
ミ
リ

シ
ー
ベ
ル
ト
に
な
る
と
い
い

ま
す
。
百
ミ
リ
シ
ー
ベ
ル
ト

は
、
原
子
力
安
全
委
員
会
が
、

健
康
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
予

防
薬
の
安
定
ヨ
ウ
素
剤
の
服

用
が
必
要
と
な
る
目
安
と
し

た
線
量
。 

  

岩
手
の
会 

 

菅
総
理
大
臣
宛 

 

緊
急
要
望
書
を
送
付 

  

福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
の
環
境
放
出
に
つ

い
て
、
岩
手
の
会
は
三
月
二

五
日
、
菅
直
人
総
理
大
臣
に

あ
て
て
緊
急
要
請
書
を
送
付

し
ま
し
た
。 

要
望
事
項 

１
，
「
屋
内
退
避
」
の
ま
ま

の
乳
幼
児
と
妊
婦
を
直
ち
に

遠
方
に
避
難
さ
せ
る
と
と
も

に
、
ヨ
ウ
素
剤
を
東
北
関
東

地
域
住
民
に
、
特
に
子
ど
も

達
に
優
先
配
布
さ
せ
る
こ
と
。 

２
、
空
間
線
量
率
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
情
報
公
開
す
る
こ

と
。
ま
た
、
震
災
で
計
測
不

能
に
な
っ
て
い
る
宮
城
県
の

上
水
、
食
品
な
ど
は
国
が
計

測
し
、
ヨ
ウ
素
、
セ
シ
ウ
ム

な
ど
の
核
種
ご
と
の
計
測
値

を
公
開
す
る
こ
と
。 

３
、
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
の

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液
の
厳

重
管
理
と
対
策
を
求
め
る
。 

福
島
以
外
の
原
発
・核
施
設 

 

六
ヶ
所
再
処
理
工
場 

 

高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
液 

 

二
四
〇
立
方
㍍
、
使
用
済
み

燃
料
約
三
〇
〇
〇
ト
ン
を
貯

め
る
六
ヶ
所
再
処
理
工
場
に

つ
い
て
原
燃
ホ
ー
ム
㌻
は
次

の
よ
う
に
報
じ
て
い
ま
す
。 

 
 

 
 
 

（
抜
粋
） 

◆
十
一
日
地
震
発
生
に
伴
い

再
処
理
工
場
、
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
セ
ン
タ
ー
、
ウ

ラ
ン
濃
縮
工
場
の
外
部
電
源

喪
失
、
非
常
用
電
源
に
よ
り

給
電
。 

◆
十
三
日
二
二
時
二
二
分 

使
用
済
み
燃
料
受
け
入
れ
・

貯
蔵
施
設
を
除
く
再
処
理
工

場
の
保
安
上
の
電
源
を
、
商

業
電
源
に
切
り
替
え
。 

◆
十
四
日
一
五
時
十
二
分 

ウ
ラ
ン
濃
縮
工
場
、
非
常
用

電
源
か
ら
商
業
電
源
に
切
り

替
え
。 

◆
十
五
日
五
時
十
分
ま
で
に

再
処
理
工
場
の
保
安
上
必
要

な
電
源
に
つ
い
て
す
べ
て
商

業
用
電
源
に
切
り
替
え
。 

 

東
北
電
力
の
ホ
ー
ム
㌻
で
は 

東
通
原
発 

◆
一
号
機 

二
月
六
日
以

来
定
期
点
検
で
停
止
中 

女
川
原
発 

◆
一
号
機 

自
動
停
止 

◆
二
号
機 

昨
年
一
一
月
六

日
よ
り
定
期
点
検
で
停
止
中 

◆
三
号
機 

自
動
停
止 

注目しなければならない 

    放射線情報データベース 
 

①文部科学省環境放射能モニタリン グ   

http://www.mext.go.jp/ 
②水道水データ   http://atmc.jp/water/ 
 

③環境防災Ｎネット。 

http://www.bousai.ne.jp/vis/index.php 
④風向風速のネット 

http://weather.goo.ne.jp/wave/wind.html 
 

⑤ドイツ気象庁の放射能飛散予測 

 Infomationen des Deutschen 

Wetterdienstes(DWD) 

http://www.dwd.de/ 

(一番下の地図をクリックすると動

画が開きます) 

福
島
第
一
原
発
事
故 

 

汚
染
予
測
地
図 

  右記事 出典 原子力安全委員会 

 緊急時迅速放射能影響予測ネットワー

クシステム（ＳＰＥＥＤＩ）による試算 
http://www.nsc.go.jp/ 
 

乳幼児・子ども、妊婦らの  
  避難, 緊急拡大を！ 
他の原子力施設は 

        大丈夫か？ 


